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今月のひとコマ

さわやかな秋晴れの中を快走！
朝市マラソン大会
10月28日、五城目朝市500年記念
マラソン大会が開催され、840人の
ランナーが、秋色に彩られた五城目
町を走り抜けました。
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五城目朝市
500年記念 マラソン大会

▲

10km（40～49歳　男）
①□□　□□ （秋田県庁・32分12秒）
②□□　□□ （青森市役所・35分00秒）
③□□　　□
 （秋田LSDクラブ・35分39秒）

▲

10km（40～49歳　女）
①□□□□□□ （Link・44分55秒）
②□□□□□ （46分21秒）
③□□　□□ （46分41秒）

▲
10km（50～59歳　男）

①□□　　□
 （秋田一ツ森RC・36分18秒）
②□□　□□ （秋田LSD・37分57秒）
③□□□□□
 （秋田一ツ森RC・38分45秒）

▲

10km（50～59歳　女）
①□□　□□ （秋田走友会・45分41秒）
②□□　　□ （ラン子RC・47分26秒）
③□□□□□
 （秋田LSDクラブ・47分31秒）

▲

10km（60歳以上　男）
①□□　　□ （38分16秒）
②□□　□□ （東英RC・40分15秒）
③□□　□□
 （ももさだ走友会・40分41秒）

▲

10km（60歳以上　女）
①□□□□□ （47分54秒）
②□□□□□□ （51分14秒）
③□□　□□ （52分37秒）

▲

20km（30歳未満　男）
①□□　□□ （1時間26分18秒）
②□□□□□ （1時間27分19秒）
③□□　　□
 （キョーリン製薬・1時間33分54秒）

▲

20km（30歳未満　女）
①□□　□□ （1時間27分31秒）
②□□　□□ （1時間34分07秒）
③□□□□□ （1時間48分33秒）

▲

20km（30～39歳　男）
①□□　□□ （1時間15分07秒）
②□□　□□
 （手形陸橋F・1時間15分53秒）
③□□　□□
 （風林火山・1時間18分44秒）

▲

20km（30～39歳　女）
①□□　□□
 （ちーむ拳骨Ⅱ・1時間34分37秒）
②□□　□□ （1時間37分11秒）
③□□□□□ （1時間45分57秒）

▲

20km（40～49歳　男）
①□□　□□
 （中通総合病院・1時間14分18秒）
②□□　□□
 （システム警備・1時間17分10秒）
③□□　　□
 （秋田一ツ森RC・1時間17分40秒）

▲

20km（40～49歳　女）
①□□□□□
 （チーム島忠・1時間28分45秒）
②□□□□□
 （あ’シロート秋田・1時間43分44秒）
③□□　□□ （1時間46分36秒）

▲

20km（50歳以上　男）
①□□　　□ （1時間16分59秒）
②□□　□□
 （大森町RC・1時間17分23秒）
③□□□□□ （1時間19分25秒）

明
応
四
年
（
一
四
九
五
年
）
頃
、

馬
場
目
の
地
頭
安
藤
季
宗
が
、

家
臣
の
斎
藤
弥
七
郎
に
馬
場
目
の
町

村
に
市
を
開
か
せ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
五
城
目
朝
市
。

　

こ
の
五
城
目
朝
市
が
発
祥
以
来
五

〇
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
朝
市

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

「
五
城
目
朝
市
五
〇
〇
年
記
念
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
が
、
今
年
で
十
四
回
目
の

開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第

十
四
回
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
八
百

四
十
人
が
参
加
。

五城目朝市五城目朝市マラソン大会マラソン大会
五城目町に感動が駆け抜ける
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▲

2km（小学校１～４年生　男）
①□□□　□ （五小男子ミニバス・6分52秒）
②□□　□□ （明徳小学校・7分11秒）
③□□　□□ （二ツ井小学校・7分19秒）

▲
2km（小学校１～４年生　女）

①□□□□□ （豊川小学校・6分49秒）
②□□□□□ （合川東小・7分23秒）
③□□　□□ （西館小学校・7分44秒）

▲

3km（小学校５・６年生　男）
①□□　□□ （五小男子ミニバス・10分42秒）
②□□　□□ （旭川陸上部スポ少・10分45秒）
③□□　　□ （川尻小学校・11分07秒）

▲

3km（小学校５・６年生　女）
①□□　　□ （明徳小学校・10分55秒）
②□□　□□ （西舘小学校・11分21秒）
③□□□□□ （早口小学校・11分32秒）

▲

3km（中学校　女）
①□□　□□ （東英RC・10分32秒）
②□□□□□ （能代第一中学校・10分40秒）
③□□　□□ （二ツ井中学校・10分49秒）

▲

５km（中学校　男）
①□□□□□□ （大曲中学校・16分04秒）
②□□　□□ （大鰐中学校・16分06秒）
③□□　□□ （大館第二中学校・16分15秒）
 ▲

５km（16～39歳　男）
①□□　　□ （秋田大学職員・15分24秒）
②□□□□□ （保険事業団RC・16分16秒）
③□□　　□ （東英RC・16分57秒）

▲

５km（16～39歳　女）
①□□　□□ （21分17秒）
②□□　□□ （御所野学院高校・24分02秒）
③□□□□□ （三共水産・24分51秒）

▲

５km（40～59歳　男）
①□□　　□ （15分57秒）
②□□　　□ （東英RC・17分51秒）
③□□　□□ （17分51秒）

▲

５km（40～59歳　女）
①□□□□□ （21分25秒）
②□□　□□ （大館よっちゃんC・21分56秒）
③□□□□□ （23分10秒）

▲

５km（60歳以上　男）
①□□　□□ （秋田一ツ森RC・17分56秒）
②□□　□□ （住重環境昭和事業・18分32秒）
③□□　□□ （秋田県走友会・19分19秒）

▲

５km（60歳以上　女）
①□□　□□ （22分21秒）
②□□□□□ （26分38秒）
③□□　□□ （27分18秒）

▲

10km（30歳未満　男）
①□□　　□ （平鹿総合病院・37分43秒）
②□□　□□ （角館高校・40分48秒）
③□□　□□  （42分07秒）

▲

10km（30歳未満　女）
①□□□□□ （37分23秒）
②□□□□□ （48分34秒）
③□□□　□ （50分20秒）

▲

10km（30～39歳　男）
①□□　□□ （鹿角消防署・34分27秒）
②□□　□□ （35分24秒）
③□□　□□ （秋田ランナーズ・36分54秒）

▲

10km（30～39歳　女）
①□□　□□ （A。T。M。・42分41秒）
②□□□□□ （チームまきまき・43分28秒）
③□□□□□ （45分13秒）

第14回大会　上位の記録（敬称略）

順位　氏名　（所属・タイム）

　

午
前
九
時
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
渡
邉
町
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
た
後
、
五
一
中
陸
上
部
主
将
の
□

□
□
□
さ
ん
（
五
一
中
二
年
）
が
力

強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
競

技
は
午
前
十
時
か
ら
小
学
校
四
年
生

以
下
二
㌔
の
部
の
み
な
さ
ん
を
先
頭

に
ス
タ
ー
ト
し
、
秋
色
に
彩
ら
れ
た

馬
川
・
馬
場
目
地
区
を
元
気
に
走
り

抜
け
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
は
体
育
館
内
で
毎
年

恒
例
と
な
っ
た
森
山
汁
（
豚
汁
）
が

振
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
五
城
目
の
特
産

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び

に
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。



◉
主
催
者
賞

♦
優
秀
農
業
賞

　
　
　
　

□
□　

□
□（
西　

野
）

♦
農
村
い
き
い
き
大
賞

地
域
農
業
活
動
部
門

　

遺
跡
の
郷
石
崎　

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ク
ル

　

代
表　

□
□　

□
□（
石　

崎
）

生
産
・
加
工
活
動
部
門

　

米
消
費
拡
大
地
域
活
動
推
進
員

　

代
表　

□
□　

□
□（
帝
釈
寺
）

♦
農
産
の
部

優 

秀
賞　

 

□
□
□
□
□（
西　

野
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
帝
釈
寺
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
舘　

越
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
帝
釈
寺
）

　
　
　
　

農
業
組
合
法
人

　
　
　
　
　
　

山
ゆ
り（
山　

内
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
石　

崎
）

優 

良
賞　

 

□
□　

□
□（
西　

野
）

　
　
　
　

石
崎
転
作
集
団
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石　

崎
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
浅
見
内
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
富　

田
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
雀　

舘
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
石　

崎
）

奨 

励
賞　

□
□　

□
□（
石　

崎
）

　
　
　
　

大
川
農
生
会（
大　

川
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
浦
横
町
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
岡　

本
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
石　

崎
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
岡　

本
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
雀　

舘
）

　
　
　
　

□
□　
　

□（
石　

崎
）

♦
商
工
の
部

優 

秀
賞　

 

□
□　

□
□（
新
畑
町
）

　
　
　
　

□
□　
　

□（
田　

町
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
田　

町
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
畑　

町
）

優 

良
賞　

 

□
□
□
□
□（
田　

町
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
田　

町
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
台
御
蔵
下
）

♦
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

優
秀
賞　

□
□
□
□
□（
八　

田
）

優 

良
賞　

 

□
□　

□
□（
田　

町
）

奨 

励
賞　

□
□　

□
□（
下
山
内
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
浅
見
内
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
高　

崎
）

♦
生
活
工
夫
展
の
部

優 

秀
賞　

□
□　

□
□（
下
樋
口
）

優 

良
賞　

 

□
□　

□
□（
石　

崎
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
湯
ノ
又
）

ア 

イ
デ
ィ 

ア
賞

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
岡　

本
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□（
雀　

舘
）

努 

力
賞　

 

□
□
□
□
□（
中　

村
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
湯
ノ
又
）

♦
う
ま
い
米
づ
く
り
の
部

優 

秀
賞　

□
□　

□
□（
上
樋
口
）

優 

良
賞　

 

□
□　

□
□（
浅
見
内
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
石　

崎
）

奨 

励
賞　

□
□　

□
□（
富　

田
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
中　

村
）

　
　
　
　

□
□　
　

□（
岡　

本
）

♦
福
祉
展
の
部

優 
秀
賞　

□
□　

□
□（
湯
ノ
又
）

努 

力
賞　

□
□
□
□
□（
川
原
町
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
岡
本
二
区
）

　
　
　
　

□
□　

□
□（
広
青
苑
）

ア 

イ
デ
ィ 

ア
賞

　
　
　
　

□
□　

□
□（
田　

町
）

♦
文
芸
作
品
展
の
部

《
短　

歌
》

入 

選
一
位　

□
□　

□
□（
新　

町
）

入
選
二
位　

□
□　

□
□（
浦
横
町
）

入
選
三
位　

□
□
□
□
□（
湯
ノ
又
）

佳
作
一
位　

□
□　

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
川
四
区
）

佳
作
二
位　

□
□
□
□
□（
下
タ
町
）

佳
作
三
位　

□
□　

□
□（
新　

町
）

《
俳　

句
》

入 

選
一
位　

□
□　

□
□（
新　

町
）

入
選
二
位　

□
□　

□
□（
鵜
ノ
木
）

入
選
三
位　

□
□　

□
□（
鵜
ノ
木
）

佳
作
一
位　

□
□　

□
□（
雀　

舘
）

佳
作
二
位　

□
□　

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
本
二
区
）

佳
作
三
位　

□
□
□
□
□（
上
田
町
）

《
川　

柳
》

入 

選
一
位　

□
□
□
□
□（
町　

村
）

入
選
二
位　

□
□
□
□
□（
西　

野
）

入
選
三
位　

□
□　

□
□（
一
番
町
）

佳
作
一
位　

□
□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
ヶ
丘
）

佳
作
二
位　

□
□
□
□
□（
昭
辰
町
）

佳
作
三
位　

□
□　

□
□（
舘　

町
）
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第31回産業文化祭を開催

11月2日から4日の3日間、第31回町産業
文化祭が広域五城目体育館を主会場に開催さ
れました。
産業文化祭では、農産物や商工業製品の展

示や文化展・芸術展などが行われました。
また、農産の部など各部門の中から71点が

各賞を受賞し、11月3日の産業文化祭褒賞授
与式で代表12人が表彰されたほか、下賜受賞
者19人が紹介されました。

第31回産業文化祭を開催開催開催

11月2日から4日の3日間、第31回町産業11月2日から4日の3日間、第31回町産業11月2日から4日の3日間、第31回町産業

町の産業文化が集結

優秀農業賞を受賞した□□□□さん

主
催
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た

み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）



十
一
月
二
十
一
日
、
五
城
目

保
育
園
の
お
と
も
だ
ち
が
勤
労

感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
日
ご
ろ

の
お
仕
事
に
お
礼
を
し
よ
う
と
、

町
消
防
署
を
訪
れ
ま
し
た
。

三
十
六
人
の
お
と
も
だ
ち
は
、

「
い
つ
も
火
事
に
な
ら
な
い
よ
う

見
守
り
し
て
、
み
ん
な
の
こ
と

を
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
し
て
、

手
作
り
の
感
謝
状
と
お
花
を
佐

藤
消
防
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

消
防
署
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

五
城
目
保
育
園
の
お
と
も
だ
ち
が
職
場
訪
問

十
一
月
十
七
日
、
今
年
の
四

月
か
ら
盆
城
庵
の
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
る
合
地
町
内
会
の
皆

さ
ん
が
、
第
二
弾
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
「
秋
祭
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
町
内
外
か
ら
参
加
さ

れ
た
約
四
十
名
の
皆
さ
ん
と
関

係
者
で
、
盆
城
庵
は
ほ
ぼ
満
員

状
態
に
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
デ

ロ
杉
流
域
と
ネ
コ
バ
リ
岩
を
見

学
し
て
か
ら
、
参
加
者
と
関
係

者
み
ん
な
で
も
ち
つ
き
と
き
り

た
ん
ぽ
鍋
の
調
理
を
体
験
、
昼
食

と
し
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
ダ
ー
ス
コ
ち
ん
ど
ん

隊
」
と
秋
田
大
学
南
米
音
楽
サ
ー

ク
ル
「
ラ
・
ミ
ア
」
の
演
奏
会

も
あ
り
、
冬
の
気
配
が
近
づ
い

て
き
た
盆
城
庵
が
に
ぎ
や
か
な

音
楽
と
楽
し
い
笑
い
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

合
地
町
内
会
の
皆
さ
ん
が

盆
城
庵「
秋
祭
り
」を
開
催

十
月
二
十
八
日
、
徳
島
県
で

開
催
さ
れ
た
第
二
十
二
回
国
民

文
化
祭
と
く
し
ま
二
〇
〇
七
大

会
の
川
柳
部
門
で
、
□
□
□
□

さ
ん
の
作
品
が
第
一
位
に
、
□

□
□
□
さ
ん
の
作
品
が
第
八
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
と
く
し
ま
大
会

□
□
□
□
さ
ん
の
川
柳
が
日
本
一
に

飛
び
入
り
の
踊
り
も
加
わ
っ
て
楽
し
く
音
楽
鑑
賞

ラ・ミアの皆さんの演奏 ダースコちんどん隊の演奏

い
ろ
り
で「
き
り
た
ん
ぽ
」を
焼
き
ま
し
た

▼
第
一
位
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　

森
の
絵
を

　
　

飾
っ
て
森
と
同
化
す
る

　
　

□
□　

□
□
さ
ん
（
下
山
内
）

▼
第
八
位
（
徳
島
市
教
育
長
賞
）

　

人
類
の

　
　

未
来
を
問
う
て
い
る
写
経

　
　

□
□　

□
□
さ
ん
（
中
川
原
）
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●町が除雪を委託した業者
五城目・馬川地区 ㈱畠　山
馬 場 目 地 区 ㈲金野組、佐々木造林㈲
大川地区　・本 村 部 ㈲アイ・ケー
　　　　　・本村部以外 ㈲森山建設
内 川 地 区 ㈲沢忠林業
森 山 地 区 石次建築、拓翔サービス
富 津 内 地 区 佐々木造林㈲、㈲沢忠林業
広 域 農 道 ㈱セコー

このほど住宅用火災警報器の普及促進を図るため
に実施されている「警報器配布等モデル事業」の対
象地区に町が選ばれ、100個の警報器が交付されま
した。
この警報器は町火災予防組合（組合長：□□□さ
ん）の協力により、11月14日から緊急通報システ
ム設置世帯に１つずつ設置されました。

　住宅用火災警報器とは、煙や熱を感知して警報音
を鳴らすものです。煙感知式や熱感知式、コンセン
ト式や乾電池式などの種類があります。

▲

どこに付けるの？
　 　住宅内のすべて
の寝室に、煙感知
式の警報器の設置
が必要になります。
寝室が２階にある
場合は、階段にも
設置が必要です。

　住宅用火災警報器とは、煙や熱を感知して警報音

火災警報器とは?
　住宅用火災警報器とは、煙や熱を感知して警報音

?

住宅火災では、逃げ遅れて煙に巻き込まれ
てしまうなど、逃げ遅れが原因で亡くなる方
の割合が高く、このほど住宅用火災警報器の
設置が義務化されました。
火災を起こさない注意も大切ですが、万が
一に備えて警報器を早めに設置しましょう。

火災時の逃げ遅れを防ぐ「住宅用火災警報器」
平成23年５月31日までに設置しましょう

町火災予防組合の皆さんが

警報器を
設置してくれました

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
玄
関
の
除
雪
は
各
家
庭
で

・  

玄
関
先
な
ど
間
口
の
除
雪
は
、
各
家
庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

屋
根
の
除
雪
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
は
家
主
の
責
任
で
す

・  

屋
根
の
雪
、
屋
根
か
ら
道
路
へ
の
落
雪
は
、
家
主
が
責
任
を
持
っ
て

除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
車
道
へ
雪
を
捨
て
な
い
で

・  

宅
地
内
や
会
社
内
の
雪
を
道
路
に
出
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
路
上
駐
車
は
み
ん
な
の
迷
惑

・  

た
と
え
一
台
の
路
上
駐
車
で
も
大
き
な
障
害
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

◆ 

第
１
・
第
３
日
曜
日
は
全
町
除
雪
デ
ー

・ 

町
内
会
で
、
除
雪
車
の
入
れ
な
い
道
路
な
ど
の
除
排
雪
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
建
設
課
（
☎
８
５
２
・
５
２
５
２
）
ま
で

町
道
の
除
雪
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

町民のみなさんへ
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平成20年２月から「ゴミの出し方」が変わります
　現在、町では秋田市へ可燃ゴミの処理を委託していますが、新たに男
鹿市にゴミの処理施設を建設しました。このため施設の構成市町村によ
り古紙類を除くゴミの分別方法が統一され、平成20年２月１日から八
郎湖周辺清掃事務組合の処理施設で試験稼動が始まることになります。
　このようなことから、平成20年４月１日からの本格稼動に向けてゴ
ミの出し方を変更することにしましたので、ご協力をお願いします。

ゴミに関するお問い合わせ
役場町民福祉課町民生活係（☎８５２・５１１２）

1 可燃ゴミの収集日が一部変わります

収　集　町　内 これまで 平成20年２月から

雀舘、昭辰町、舘町、中川原、岩城町、樋口、矢場崎、東磯ノ目、西磯ノ目
馬川地区、森山地区、ななくら（仮称） 火曜・金曜 水曜・土曜

馬場目地区、富津内地区、内川地区、大川地区全域 水曜・土曜 火曜・金曜

※他の町内はこれまでどおりです。

2  ゴミの分別方法が一部変わります

区　　分 ゴ　　ミ　　の　　種　　類

可 燃 ゴ ミ ・ 生ゴミ、衣類、皮革類、紙類、ゴム・ビニール類、プラスチック類など

不 燃 ゴ ミ  【ガ ラ ス び ん】・陶磁器、蛍光管、電球、ガラスなど
 【金 属 類】・缶詰のふた、鍋、フライパン、やかん、スプレー缶、薬品缶、塗料缶、一斗缶など

資 源 ゴ ミ

【缶 　 類】・スチール缶、アルミ缶（ジュース、清涼飲料、酒類）
【ガ ラ ス び ん】・無色、茶色、その他（ジュース、清涼飲料、酒類）
【ペットボトル】・清涼飲料用、酒類用、しょう油
【古 紙 類】・新聞、雑誌、コピー用紙、段ボールなど

粗 大 ゴ ミ

【家 具 類】・タンス、机、イス、書棚、応接セットなど
【家 電 製 品 類】・ストーブ、電子レンジ、湯沸器、ガスコンロ、掃除機など
【寝具、敷物類】・布団、ベット、マットレス、じゅうたん、畳など
【乗 物 類】・自転車、三輪車、車イス、歩行器、ベビーカー、手押車など

可燃粗大ゴミ ・幅1.2ｍ、長さ２ｍ、高さ１ｍを越えないもの（家具類、畳など）

不燃粗大ゴミ ・幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ２ｍを越えないもの（家電製品、乗物など）

3  一時多量ゴミの扱いについて

　基本的には、家庭で一時的に大量のゴミが出た場合は許可業者にゴミの処理
をお願いしてください。
　ただし、引越しなどで一時的に大量のゴミが出た場合は、町に申し込みをし
て内容が適切であると認定を受けた場合は、直接搬入することができます。

※ それ以外については、配付しました「ゴミの出し方のお知らせ」をご覧に
なってくださるようお願いします。
※ 来月号でも引き続き、ゴミの出し方などについてお知らせする予定です。
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元気な歯っていいね！　３歳児歯科健康診査
虫歯ゼロ（10月31日健診）

『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家
族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持につ
いて基本を身につけましょう。

□□　□□くん
（築地町）

□□□□□くん
（下高崎）

町
内
保
育
園
入
園
の
ご
案
内

保
育
園
の
入
園
は
、
家
庭
の
都
合
で
保
育

で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
申
込
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
入
園

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
園
申
込
書
配
付
期
間

　

平
成
十
九
年
十
二
月
十
七
日
㈪
〜十

九
日
㈬

▼
入
園
申
込
受
付
期
間

　

平
成
二
十
年
一
月
十
日
㈭
、
十
一
日
㈮

●
五
城
目
・
大
川
保
育
園

・
入
園
申
込
書
配
付
場
所

　

各
保
育
園
と
役
場
町
民
福
祉
課

・
受
付
場
所　

役
場
町
民
談
話
室

●
馬
場
目
保
育
園

・
入
園
申
込
書
配
付
場
所

　

馬
場
目
保
育
園

・
受
付
場
所　

馬
場
目
保
育
園

※ 

現
在
入
園
し
て
い
る
お
子
さ
ん
が
引
き
続

き
入
園
す
る
場
合
も
申
し
込
み
は
必
要
で

す
。

※  

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）
ま
で

□□□□□ちゃん
（新畑町）

五
城
目
幼
稚
園

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

□□　□□ちゃん
（新里町）

▼
入
園
資
格

・ 

三
歳
児
、
四
歳
児
、
五
歳
児

　

（
平
成
十
四
年
四
月
二
日
〜

同
十
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

・  

五
城
目
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
。
（
た
だ

し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
入
園
申
込
書
配
付

・ 

十
二
月
十
二
日
㈬
〜
十
四
日
㈮

　

（ 

用
紙
は
五
城
目
幼
稚
園
と
町
教
育
委
員

会
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

▼
申
込
書
の
受
け
付
け

・
十
二
月
十
九
日
㈬
〜
二
十
一
日
㈮

　

（ 

申
込
書
、
園
児
の
住
民
票
、
戸
籍
謄
本

を
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）

※ 

現
在
通
園
中
で
引
き
続
き
通
園
を
希
望
さ

れ
る
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
７
２
）
ま
で

□□□□□くん
（西磯ノ目）

□□　□□ちゃん
（築地町）

□□　□□ちゃん
（雀　舘）

□□　□□くん
（大川２区）

□□　□□ちゃん
（大川３区）

□□　□□ちゃん
（曙　町）



　子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話してみ
ませんか。
　気軽に遊びに来てください。▲

12月13日㈭、14日㈮
　もりやまこども園
※ いずれの日も、午前９時30分
から午前11時30分まで
※ 子育てに関する相談やお問い
合わせは、五城目保育園（☎
852・3805）まで

　五城目幼稚園の「ちびっこ広
場」に遊びにきてください。▲

対　象　 町内に住む保育園・幼
稚園入園前の幼児とそ
の保護者▲

内　容　 園内や園庭で自由に遊
んだり、保護者同士の
交流や子育てに関する
相談、情報交換など▲

開催日　12月５日㈬
　午前10時～午前11時30分
※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（☎852・3421）まで

遊びに
　　おい

でよ

もりやまこども園
「わんぱーく」を
開催します

「ちびっこ広場」で
遊びませんか

あ　明るく　あいさつ
　い　いつも　あいさつ
　　さ　先にする　あいさつ
　　　つ　続けてする　あいさつ

　心の健康づくり・自殺予防には、
心の悩みを抱く人を社会全体で支え
合うことが大切です。人と人のつな
がりを強めるための取り組みとし
て、全県で「心のつながりを感じる
ことができるようなあいさつ運動」
が始まりました。
　あいさつは人と人のつながりの原
点です。相手を気遣う気持ちを伝え
るあいさつを、家族や近所の人など
と交わしましょう。

町民福祉課　保健師
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遊びに来てね！

通
学
区
域
外
か
ら
で
も
入
学
で
き
ま
す

馬
場
目
小
学
校「
特
認
校
」制
度

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
八
年
四
月

か
ら
馬
場
目
小
学
校
「
特
認
校
」
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
馬
場
目
小
学
校
の
教
育
活
動

に
賛
同
し
、
保
護
者
の
負
担
と
責
任
で
通
学

で
き
る
」
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
通
学

区
域
に
関
係
な
く
入
学
で
き
る
制
度
で
す
。

※ 

「
特
認
校
」
制
度
で
入
学
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
平
成
二
十
年
一
月
十
八
日
㈮
ま
で

町
教
育
委
員
会
（
☎
８
５
２
・
５
３
７
２
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
球
上
の
結
核
を
撲
滅
す
る
た
め
に

「
複
十
字
シ
ール
運
動
」に

ご
協
力
く
だ
さい

「
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
」
は
、「
結
核
や
肺

が
ん
の
な
い
明
る
い
社
会
」
を
つ
く
る
た
め

の
運
動
で
す
。

平
成
十
八
年
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
に
よ
り
二
十
四
万
一
、
三
二
〇
円

の
募
金
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
「
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
」
へ
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

　
（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）
ま
で

こころはればれ
通信　Vol.17
あいさつは心のオアシス
～あいさつ運動に
　　ご協力ください～
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冬
場
に
多
発
し
ま
す

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、

寄
生
虫
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
胃

腸
炎
で
す
。
冬
場
は
特
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
感
染
性
胃
腸
炎
が
発
生

し
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

吐
き
気
や
お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、
三
十

八
度
程
度
の
発
熱
な
ど
風
邪
に
似
た
症
状
が

現
れ
ま
す
。

▼
予
防
方
法

❶ 

調
理
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
に
は
石
け

ん
な
ど
で
手
を
よ
く
洗
う
。

❷  

食
品
は
中
心
部
ま
で
火
が
通
る
よ
う

に
十
分
加
熱
す
る
。

❸  

二
枚
貝
な
ど
は
、な
る
べ
く
生
食
を
避

け
て
加
熱
し
て
食
べ
る
。

❹  

水
道
の
蛇
口
や
ド
ア
ノ
ブ
、調
理
器
具

は
、洗
浄
・
消
毒
を
心
が
け
る
。

❺  

お
う
吐
物
や
排
せ
つ
物
な
ど
は
、
使

い
捨
て
手
袋
や
マ
ス
ク
を
着
用
し
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
密
閉
容
器
に
入
れ

て
廃
棄
す
る
。

❻  
汚
染
さ
れ
た
場
所
は
塩
素
系
の
漂
白

剤
で
消
毒
す
る
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）
ま
で

手洗いを

忘れない
でネ！

温泉で楽しみましょう
75歳以上
一人暮らし交流会

▼日　時　12月18日㈫
　　　　　午前10時30分～午後2時

▼会　場　小倉温泉

▼内　容　 健康相談、血圧測定、入
浴、昼食、芸能発表ほか

▼対　象　 町内に住む、75歳以上
の一人暮らしの方

▼参加料　 1,000円
　　　　　（風呂、部屋、送迎バス代）
※ 申し込みは、12月12日㈬まで、
町社会福祉協議会

（☎852・5192）へ

健診・予防接種
お知らせカレンダー

12月

■　健　　診　■
4日　1歳6か月児健康診査
対象　平成18年３月～５月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

17日　乳児健康診査
対象　平成19年８月生まれ

12時40分～13時
平成19年２月、５月生まれ

13時15分～13時30分
場所　ケアセンター五城目
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

19日　1歳児健康相談
対象　平成18年11月、12月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　ケアセンター五城目

25日　3歳児健康診査
対象　平成16年４月、５月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

■　そ の 他　■
3日・10日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　 町民福祉課

14日　親子ふれあい教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～12時
場所　 ケアセンター五城目

町民福祉課福祉保健係

☎８５２・５１８０

毎年大好評！
広青苑
公開講座

▼日　時　12月７日㈮
　　　　　午後２時～午後４時

▼会　場　 特別養護老人ホーム
広青苑

▼内　容
　・テーマ　 「福祉を支えるこころ

の健康づくり」
　・講　師　□□□□さん

▼参加料　無料
※ お問い合わせは、特別養護老人
ホーム広青苑（☎852・5400）
まで



【町花いっぱい花だんコンクール】

●一般団体の部
最優秀賞　 ▼西野松鶴会
優 秀 賞　 ▼  今町松葉会
　　　　　　帝釈寺老人クラブ
　　　　　　富田老人クラブ

千寿会
　　　　　　落合老人クラブ
　　　　　　岡本老人クラブ

盛寿会

●学校職場の部
最優秀賞　 ▼森山荘 
優 秀 賞　 ▼広青苑
優 良 賞　 ▼   株式会社セコー

●家庭花だんの部
優 良 賞　 ▼□□□□さん

【全県花だんコンクール】

●県教育長賞
　 ▼西野松鶴会

●魁新報社賞
　 ▼町花いっぱい推進委員会

●あすの秋田を創る協会賞
　 ▼森山荘

飲酒運転は
絶対やめましょう
「わずかな飲酒」が悲惨な
交通事故につながります。
ドライバーの皆さんはもち
ろんですが、周囲の方も注
意し合って、飲酒運転を根
絶しましょう。
二日酔いの運転も飲酒運

転です。「飲んだら乗るな」
「乗るなら飲むな」を徹底し
ましょう。

ゼロ

五城目町交通死亡事故０　1,270日達成（平成19年11月25日現在）
飲酒運転等追放競争　23位（全県25市町村・平成19年10月末現在）

「年末の交通安全運動」
12月11日㈫～20日㈭

12月は「飲酒運転追放強調月間」です

国
体
会
場
も
き
れ
い
な
花
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

（敬称略）

県中学校秋季体育大会
◆卓　球
❖男子団体　 ▼優　勝
❖男子個人　 ▼優　勝　□□□□□（2年）
❖女子団体　 ▼第３位

第27回町小学校相撲大会
❖団　体
　 ▼優　勝　五小
　 ▼準優勝　馬小Ａチーム
　 ▼第３位　馬小Ｂチーム
❖６年の部
　 ▼優　勝　□□　　□（馬小）
　 ▼準優勝　□□　□□（五小）
　 ▼第３位　□□　　□（馬小）
❖５年の部
　 ▼優　勝　□□　□□（五小）
　 ▼準優勝　□□　□□（馬小）
　 ▼第３位　□□□□□（馬小）
❖３・４年の部
　 ▼優　勝　□□　　□（大小４年）
　 ▼準優勝　□□　□□（馬小３年）
　 ▼第３位　□□　　□（大小４年）
❖１・２年の部
　 ▼優　勝　□□　□□（馬小２年）
　 ▼準優勝　□□□□□（馬小１年）
　 ▼第３位　□□　□□（馬小２年）

第７回鶴岡カップ
❖女　子
　 ▼第３位　 五城目ミニバスケット

ボールスポーツ少年団

第28回聖霊旗争奪卓球大会
❖男子団体
　 ▼第３位　 五城目卓球スポーツ少年

団
❖男子個人
　 ▼第３位　□□　□□（馬小６年）
❖女子団体
　 ▼第３位　 内川スポーツ少年団Aチー

ム・Bチーム
❖女子個人
　 ▼第３位　□□　□□（内小６年）

第12回夢のトラック絵画コンクール
　 ▼努力賞　□□　　□（五小1年）

平成19年度環境標語コンクール
　 ▼最優秀賞　□□　　□（馬小６年）
　 ▼優　秀　賞　□□　□□（大小６年）
　　　　　　　□□　　□（五小５年）
　 ▼佳　　作　□□　□□（五小６年）
　　　　　　　□□　□□（五小６年）
　　　　　　　□□　　□（五小６年）

第33回全県選抜松橋杯柔道大会
❖団　体
　 ▼優　勝　長谷川道場スポ少
　　　　　　□□　□□（五小６年）
　　　　　　□□　　□（馬小６年）
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花いっぱい運動
　花だんコンクール
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秋
田
北
税
務
署
長
賞

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

□
□　

□
□
さ
ん（
五
一
中
三
年
）

県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
未
来
を
支
え
る
税
金
」

□
□　
　

□
さ
ん（
五
一
中
二
年
）

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
み
ん
な
の
た
め
に
」

□
□　

□
□
さ
ん（
五
一
中
三
年
）

秋
田
北
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の
精
神
で
」

□
□　

□
□
さ
ん（
五
一
中
三
年
）

二
〇
〇
七
年
八
月
十
五
日
正

午
。
私
が
何
気
な
く
高
校
野
球
を

見
て
い
る
と
、
い
き
な
り
黙
祷
が

始
ま
っ
た
。
終
戦
か
、
と
心
の
中

で
思
っ
た
。
多
く
の
人
の
命
が
、

夢
が
、
希
望
が
失
わ
れ
た
、
長
い

長
い
戦
争
が
一
九
四
五
年
の
こ

の
時
、
終
わ
っ
た
の
だ
。

試
合
再
開
。
し
か
し
私
の
頭
の

中
に
は
戦
争
の
こ
と
し
か
な

か
っ
た
。歴
史
の
授
業
で
習
っ
た
、

国
家
総
動
員
法
。「
国
を
戦
争
の

た
め
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

持
つ
こ
の
法
律
で
、
日
本
国
民
の

税
金
、
も
し
か
し
た
ら
世
界
中
の

税
金
が
、
戦
争
の
た
め
に
使
わ
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

敵
国
と
の
海
上
戦
に
備
え
て
、

ま
た
自
国
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
の
艦
船
。
空
襲
や
、
敵
国
を
攻

撃
す
る
た
め
の
航
空
機
。
そ
し
て

私
が
最
も
恐
ろ
し
い
と
感
じ
た
、

原
子
爆
弾
。
終
戦
の
年
に
広
島
と

長
崎
に
落
と
さ
れ
た
、
大
き
な
音

と
煙
を
上
げ
、
一
瞬
の
う
ち
に
何

も
か
も
が
消
し
飛
ん
で
し
ま
う
、

悪
魔
の
よ
う
な
武
器
だ
と
私
は

思
う
。
全
国
民
が
汗
水
流
し
て
働

い
て
納
め
た
税
金
。
そ
れ
が
こ
ん

な
に
も
悲
し
い
、
命
を
、
夢
を
、

希
望
を
破
壊
し
て
し
ま
う
よ
う

な
武
器
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
な

ん
て
。
そ
う
考
え
る
と
、「
人
を

殺
す
税
金
」
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
思
う
。

試
合
終
了
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
。
私
は
忘
れ
て
い
た
テ
レ

ビ
を
見
た
。
す
る
と
、
勝
っ
た
選

手
た
ち
は
笑
い
な
が
ら
、
負
け
た

選
手
は
泣
き
な
が
ら
、
甲
子
園
に

お
辞
儀
を
し
て
、帰
っ
て
行
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
お
辞
儀
は

審
判
の
方
や
家
族
へ
の
感
謝
と

と
も
に
、
こ
の
会
場
を
作
っ
て
く

れ
た
税
金
、
そ
れ
を
納
め
て
く
れ

た
人
達
に
も
感
謝
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
も
思
っ
た
り
し

た
。「人

を
生
か
す
税
金
」

こ
の
甲
子
園
の
よ
う
に
、
人
を

生
か
す
こ
と
の
で
き
る
税
金
は

素
晴
ら
し
い
。
道
路
、
図
書
館
、

お
祭
り
の
開
催
な
ど
私
の
周
り

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

「
人
を
生
か
す
税
金
」
が
周
囲

に
あ
ふ
れ
、「
人
を
殺
す
税
金
」

が
本
当
に
無
く
な
れ
ば
、
世
界
に

真
の
平
和
が
訪
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

私
、
今
十
四
歳
。
税
金
と
い
え

ば
消
費
税
し
か
払
っ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
税
金
を
払
う
に
あ

た
っ
て
、
そ
れ
ら
が
「
人
を
生
か

す
税
金
」
つ
ま
り
、
人
を
幸
せ
に

す
る
こ
と
の
で
き
る
税
金
に

な
っ
て
欲
し
い
、
と
願
う
。
そ
し

て
大
人
に
な
っ
た
ら
、
自
分
や
周

囲
の
人
々
、
そ
し
て
国
や
世
界
を

幸
せ
に
で
き
る
よ
う
な
税
金
を
、

今
よ
り
も
も
っ
と
責
任
を
持
っ

て
納
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

納
税
は
日
本
国
民
の
義
務
で

あ
る
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
人
を

生
か
し
、
幸
せ
に
す
る
た
め
に
そ

れ
を
行
い
、
二
度
と
「
人
を
殺
す

税
金
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
願

い
と
責
任
を
感
じ
な
が
ら
納
税

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

□
□　

□
□
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
人
を
生
か
す
税
金
」

こ
の
た
び
行
わ
れ
た
中
学
生

の
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
五
一
中
の
生
徒
六

人
が
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
な
ど
の
各
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

表
彰
式
は
十
一
月
十
二
日
、
五

城
館
で
開
催
さ
れ
た
税
務
懇
談

会
（
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

と
町
の
共
催
）
で
行
わ
れ
、
□

□
□
□
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

五
一
中
の
六
人
が
表
彰

g gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg

※ 

今
月
号
で
は
、
県
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

を
受
賞
し
た
三
作
品
の

う
ち
、
□
□
□
□
さ
ん

と
□
□
□
□
さ
ん
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。



瑞宝単光章
□□□□□さん（御蔵町）

瑞宝単光章
□□□□さん（谷地中）

□□さんは昭和38年から町消防
士として勤められ、平成10年から
町消防司令を務められるなど32年
にわたり消防の発展向上に尽くされ
ました。
平成12年には消防庁長官より永

年勤続功労章が贈られています。

秋
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

□□さんは昭和23年に五城目町
消防団に入団。町消防団副分団長、
町消防団分団長を務められるなど
37年にわたり消防の発展向上に尽
くされました。
昭和59年には消防庁長官より永

年勤続功労章が贈られています。

こ
の
ほ
ど
秋
の
叙
勲
と
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表

さ
れ
、
当
町
の
□
□
□
□
□
さ
ん
（
御
蔵
町
）
と
□
□
□

□
さ
ん
（
谷
地
中
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
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g gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg

先
日
、
テ
レ
ビ
で
「
は
だ
し
の

ゲ
ン
」
と
い
う
番
組
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
終
戦
前
後
の
時
代

を
ゲ
ン
と
い
う
少
年
を
通
じ
て
、

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の
悲

惨
さ
、
ま
た
そ
の
悲
惨
な
時
代
に

逞
し
く
生
き
る
様
子
を
描
い
た

物
語
で
し
た
。
広
島
の
原
爆
や
昔

の
戦
争
の
事
な
ど
、
両
親
か
ら
聞

い
た
り
、
授
業
で
学
ん
だ
り
し
て

知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
の
番

組
を
見
た
時
、
日
本
に
も
大
変
な

時
代
が
あ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
改

め
て
思
い
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
、
外
国
で
は
子
供
達
が
栄

養
失
調
や
病
気
で
亡
く
な
っ
た

り
、
学
校
へ
も
通
え
ず
、
労
働
し

た
り
と
い
う
国
が
未
だ
に
あ
る

あ
る
と
い
う
報
道
を
耳
に
し
、
疑

問
を
持
ち
ま
し
た
。
ほ
ん
の
六
十

年
ほ
ど
前
の
様
子
か
ら
、
ど
う

や
っ
て
今
の
姿
に
変
化
し
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問

で
す
。

早
速
、
こ
の
質
問
を
母
に
問
い

か
け
て
み
ま
し
た
。

「
日
本
に
は
、
国
民
の
義
務
が

三
つ
あ
る
の
。
一
つ
目
の
労
働
の

義
務
に
よ
り
、
社
会
や
国
が
整
備

さ
れ
、
家
庭
も
豊
か
に
な
る
。
二

つ
め
の
教
育
の
義
務
に
よ
り
、
優

秀
な
人
材
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
労

働
や
社
会
を
向
上
さ
せ
る
。
そ
し

て
、
三
つ
目
の
納
税
の
義
務
で
み

ん
な
が
払
っ
た
税
で
、
周
り
の
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
。
こ

れ
で
、
国
が
立
ち
直
っ
て
い
っ
た

の
よ
。」

話
を
聞
い
て
、
税
金
が
ど
ん
な

所
で
役
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
事
に
興
味
や
関
心
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
図
書
館
へ

足
を
運
び
、
調
べ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
税
金
の
多
く
は
、
地

域
に
密
着
し
た
仕
事
の
費
用
に

使
わ
れ
、
よ
り
良
い
社
会
に
す
る

為
に
働
い
て
い
る
人
、
警
察
や
消

防
そ
の
他
の
活
動
、
道
路
や
橋
の

建
設
、
学
校
で
は
私
た
ち
が
使
う

教
科
書
な
ど
の
教
材
等
に
も
税

が
使
わ
れ
て
い
る
事
が
分
か
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
前
に
母
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
た
話
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

「
美
香
は
生
ま
れ
た
時
、
多
く

の
人
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
事

が
あ
っ
た
の
よ
。
心
臓
が
悪
く
、

手
術
を
し
た
時
に
税
金
が
使
わ

れ
、助
け
て
い
た
だ
い
た
ん
だ
よ
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

ね
。」この

言
葉
は
今
で
も
心
に
響

い
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
今
の
私
に
は
関
係
が

な
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
調
べ
て
学
ん
で
い
く
う
ち
、

実
は
身
近
な
存
在
で
あ
る
事
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
買
い
物
を

す
る
と
、
大
人
だ
け
で
な
く
、
子

供
で
も
消
費
税
が
か
か
り
、
銀
行

な
ど
に
お
金
を
預
け
て
も
、
税
金

が
か
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
民

全
て
の
人
ど
う
し
が
助
け
合
い
、

支
え
合
っ
て
い
る
と
共
に
、
国
が

豊
か
に
、
ま
た
、
便
利
に
な
っ
て

い
ま
す
。

現
代
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
増
加
す
る
社
会
保
障
に
必
要

な
お
金
の
確
保
が
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。私
は
、

子
供
を
産
み
や
す
く
、
ま
た
、
育

て
や
す
い
環
境
の
国
作
り
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
将
来
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
に
成
長
し
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
人
達
へ
恩
返
し
が
し

た
い
で
す
。

県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

□
□　

□
□
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
社
会
と
税
金
」



十
月
三
十
一
日
、
平
成
十
九

年
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
開

か
れ
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
町

副
町
長
に
、
武
田
和
栄
さ
ん
（
高

崎
・
五
十
六
歳
）
を
選
任
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
武
田

副
町
長
の
任
期
は
平
成
十
九
年

十
一
月
一
日
か
ら
四
年
間
で
す
。

十
一
月
一
日
に
は
、
役
場
正

庁
で
就
任
式
が
行
わ
れ
、
渡
邉

町
長
か
ら
武
田
副
町
長
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
町
長
は
「
行
政
の
豊
富

な
経
験
や
実
績
な
ど
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
そ
の

手
腕
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
、
ま
た
私
と
と
も

に
汗
し
て
い
た
だ
け
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
武
田
副
町
長
が
「
強

い
決
意
を
持
っ
て
、
人
間
性
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
で
住

み
よ
く
潤
い
の
あ
る
町
の
実
現

の
た
め
に
全
力
を
傾
け
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
就
任
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
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五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇り

と信頼のあるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況
を公開します。

❖交際費の支出状況（10月）

分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会　費 2件
五城目町消防団幹部会懇親会会費
全国防犯功労者受章祝賀会会費

10,000円

接　遇 1件 上京時お土産 4,120円

その他 2件
名刺代金
防犯功労者表彰祝賀会

10,130円

合 計 5件 24,250円

平成19年４月～10月の合計 626,438円

　

 3 ／ 第５回農業活性化促進会議（五城館）

 4 ／ 県市町村総合事務組合議会臨時会（秋田市）

 5 ／ 農事組合法人「山ゆり」設立一周年記念式典
（グリーンロイヤル丸富）

 7 ／ 民生児童委員協議会（役場）

 8 ／ 第39回五城目町PTA研究集会（町民センター）

 9 ／ 平成19年度町グラウンドゴルフ協会総会（五城館）

 10 ／ 12月定例会（役場・～14日）

 13 ／ あきぎん会（グリーンロイヤル丸富）

 16 ／ 厚生労働大臣表彰受賞祝賀会（サンルーラル大潟）、
文部科学大臣賞受賞祝賀会（下山内公民館）

 18／ 地域再生計画会議（東京都）

 19／ 富田町内会町政座談会（富田公民館）

21／ 五城目・八郎潟町県道整備促進期成同盟会要
望書提出（県庁）

 25／ 八郎湖周辺清掃事務組合議会（男鹿市）

 28／仕事納めの式（役場）

町長の主な予定（12月）

武田副町長の略歴
　昭和26年１月25日生ま
れ。県立農業大学園卒。
　昭和52年から町役場に勤
務し、税務課主席課長補佐、
農林課主席課長補佐などを
務め、平成19年４月から産
業課主席課長補佐。

武た
け
だ田

和か
ず
え
い栄

さ
ん
が
副
町
長
に
就
任

渡
邉
町
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取
る
武
田
副
町
長

（
11
月
１
日
役
場
正
庁
）



私
は
十
月
三
日
に
国
体
に
合
わ
せ
て
帰
郷

す
る
計
画
を
立
て
、
大
阪
の
友
人
た
ち
と
秋
田

へ
向
い
ま
し
た
。
私
は
健
康
維
持
の
た
め
少
々

ボ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ー
リ
ン

グ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人
が
今
回
の
大

会
に
三
名
、
大
阪
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
秋
田
ま
で
の
飛
行
機
は
、
秋
田

空
港
行
も
秋
田
北
空
港
行
も
満
席
で
、
私
た
ち

は
青
森
空
港
に
降
り
、
そ
こ
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー

二
台
で
東
北
自
動
車
道
を
南
下
し
、
八
幡
平
で

応
援
組
と
観
光
組
に
別
れ
ま
し
た
。
観
光
組
の

私
た
ち
は
、
八
幡
平
の
紅
葉
を
楽
し
ん
で
か
ら

後
生
掛
温
泉
、
赤
川
温
泉
へ
立
ち
寄
り
、
初
日

は
新
玉
川
温
泉
に
て
一
泊
。
翌
日
は
田
沢
湖
を

回
り
、
阿
仁
の
打
当
温
泉
に
て
入
浴
。
熊
牧
場

を
見
学
後
、
本
来
な
ら
太
平
湖
で
一
泊
の
予
定

で
し
た
が
、「
□
ち
ゃ
ん
、
お
前
の
生
ま
れ
た

町
へ
行
こ
う
。
ど
ん
な
所
か
見
た
い
」
と
い
う

友
人
の
言
葉
で
、
上
小
阿
仁
を
抜
け
て
五
城
目

へ
。
道
の
駅
で
休
憩
し
た
あ
と
朝
市
へ
行
き
、

な
め
こ
等
色
々
な
キ
ノ
コ
が
出
て
い
る
の
を

見
て
子
供
の
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
沢
山
の

土
産
を
買
い
、
次
は
鷹
巣
の
大
太
鼓
資
料
館
と

本
場
の
き
り
た
ん
ぽ
鍋
に
友
人
達
は
大
満
足

の
顔
。連
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
は
秋
田
北
空
港
で
友
人
た
ち
を
見

送
り
、
私
は
ま
た
五
城
目
へ
。
広
域
体
育
館
前

は
沢
山
の
人
、
駐
車
場
も
満
車
で
、
役
場
職
員

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
慌
た
だ
し
く

し
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
回
の
旅
で
特
に
感
じ
た
の
は
、
ふ
る
さ

と
の
味
と
し
て
い
ろ
い
ろ
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
五
城
目
米
は
特
別
に
美
味
し
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
他
の
銘
柄
以
上
に
お
い
し
い
お
米

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
各
地
の
米
を
混

ぜ
て
そ
れ
を
新
米
と
し
て
販
売
し
て
い
る
の

が
現
状
で
、
純
粋
な
お
米
は
な
か
な
か
手
に
入

り
に
く
い
の
で
す
。
先
日
近
畿
五
城
目
会
の
幹

事
長
の
□
□
さ
ん
が
、
奈
良
の
保
健
大
学
で
米

の
生
産
者
と
米
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
講
し
、

各
家
庭
に
あ
る
新
米
を
持
参
し
専
門
家
が
目

の
前
で
検
査
を
し
た
ら
、□
□
さ
ん
の
お
米（
五

城
目
産
米
）の
純
度
と
鮮
度
が
ト
ッ
プ
で
、び
っ

く
り
し
て
つ
い
大
声
を
出
し
て
喜
ん
だ
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
関
西
で
は
、
い
や
全
国
で
も
ニ
セ
物
が
多

く
、
純
粋
な
新
米
は
な
か
な
か
手
に
入
り
に
く

い
の
で
す
。「
秋
田
ご
じ
ょ
う
め
米
」
と
し
て

販
売
し
て
み
て
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
の
本
物
の
味
を
大
事

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
関
東
の
ふ
る

さ
と
会
の
皆
さ
ん
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
関

西
か
ら
数
人
の
友
人
を
連
れ
て
行
っ
て
、
特
に

感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
い
つ
で
も
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

五
城
目
町
の
皆
さ
ま
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体

に
気
を
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
冬
を
乗
り
切
っ

て
く
だ
さ
い
。
お
元
気
で
。

　
　

国
体
に
行
っ
て
感
じ
た
こ
と

近
畿
五
城
目
会
会
長　

□　

□　

□　

□

（
五
一
中
十
二
期
卒
・
紀
久
栄
町
出
身
）

　
【　

短 　

歌　

】

こ
れ
や
こ
れ
ま
こ
と
南
極
の
石
な
る
か

幾
億
年
を
経
て
わ
が
掌
に
触
る
る

舘　

越　
　

斎
藤　

諒
一

今
は
亡
き
父
母
は
ら
か
ら
や
友
ど
ち
を

時
雨
の
こ
ろ
は
ひ
と
し
お
胸
に上

田
町　
　

阿
部　

み
わ

雪
吊
り
を
終
え
て
熱
々
の
茶
の
旨
し

風
音
荒す

さ

ぶ
晩
秋
の
午
後

岡　

本　
　

大
石　

政
子

泡
立
草
土
手
に
そ
よ
げ
り
そ
を
染
め
し

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
吾
招
か
れ
る
か
に新　

町　
　

山
平　

富
子

　
【　

俳 　

句　

】

落
葉
踏
む
音
の
ひ
と
り
の
身
に
還か

え

る

舘　

越　
　

本
間　

羊
山

初
茸
や
人
の
さ
だ
め
の
傘
ひ
ら
く

新
畑
町　
　

大
原　
　

春

み
ば
良
き
を
表
に
向
け
て
懸
大
根

湯
ノ
又　
　

畑
沢
タ
マ
子

曇
り
空
白
く
揺
れ
ゐ
る
蕎
麦
の
花

樋　

口　
　

猿
田
ひ
ろ
子

　
【　

川　
 

柳　

】

幸
福
と
い
う
二
文
字
に
賭
け
て
い
る

町　

村　
　

石
井
ト
モ
子

親
の
ス
ネ
年
金
頼
る
フ
リ
ー
タ
ー

東
磯
ノ
目　
　

菊
地　

政
明

刺
の
あ
る
言
葉
は
聞
か
ぬ
事
に
す
る

希
望
ヶ
丘　
　

佐
々
木
敏
子

遺
伝
子
が
静
か
に
育
つ
子
の
寝
息

古
川
町　
　

柴
田　

銀
河
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ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

近
畿
五
城
目
会

▼  サイズと料金　たて 4.5㎝×よこ 18.0㎝ ･･･12,000円
　　　　　　　　たて 4.5㎝×よこ 9.0㎝ ･･･ 6,000円
　　　　　　　　たて 4.5㎝×よこ 6.0㎝ ･･･ 3,600円

▼  締 め 切 り　発行日の１か月前まで
※ 随時受け付けしております。広告の内容やスペースに
よっては、掲載できない場合があります。詳しくはお問
い合わせください。

※お申し込み・お問い合わせは
　役場まちづくり課（☎８５２・５３４２）まで

広告掲載募集中！ 広報「ごじょうめ」へ
広告を掲載しませんか？
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図書室をご利用ください

　中央公民館の図書室では、新刊本や
話題作を取りそろえています。お子さ
ま向けの絵本も準備していますので、
ぜひご利用ください。▲

場　所　 中央公民館（町民センター）
２階▲

時　間　午前９時～午後７時

町内小学校の作品を展示中

　旧杉沢小中学校の有効活用をめざす
「清流の会」では、町内小学生の絵画
や書道などの作品を展示しています。
入場は無料です。ぜひご来場くださ
い。▲

期　間　 12月16日㈰まで▲

開館日　毎週土曜日、日曜日のみ▲

時　間　午前９時～午後５時▲

会　場　教育福祉活動センター
（旧杉沢小中学校）

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
  ・10月18日　1万円　□□□□さん
　築 地 町（亡き父　□□さん）
・10月30日　3万円　□□□□さん
　西磯ノ目（亡き母　□□□□さん）
・11月 5日　3万円　□□□□□さん
　湯 ノ 又（亡き母　□□□さん）
・11月 8日　2万円　□□□□さん
　中 川 原（亡き母　□□□さん）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

監査委員表彰
10月16日、長年にわ

たり町の監査委員を務め
られている伊藤健一さん
（大川３区）が、監査事
務功労者として総務大臣
より表彰されました。

監査事務功労者
伊藤健一さん
（大川３区）

県老人クラブ大会で表彰
10月30日に開催され

た創立45周年県老人ク
ラブ大会において、老人
クラブ活動の発展と高齢
者福祉の向上に努められ
た町老人クラブ連合会
（五老連）の３人に表彰
状が贈られました。

県老連会長表彰
帝釈寺老人クラブ
（代表・□□　□さん）

県老連会長表彰
□□□□□さん
（町村・前副会長）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

❖
12
月
10
日
㈪ 

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

 

町
長
行
政
報
告

❖
12
月
11
日
㈫ 

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

 

一
般
質
問

❖
12
月
12
日
㈬ 

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

  

議
案
上
程

　

各
常
任
委
員
会

❖
12
月
13
日
㈭

　

各
常
任
委
員
会

❖
12
月
14
日
㈮ 

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

 

各
常
任
委
員
長
報

告

※ 

問
い
合
わ
せ
は
、
町
議
会
事

務
局
（
☎
８
５
２
・
５
４
１

１
）
ま
で

町
議
会
12
月
定
例
会
の

日
程（
予
定
）

町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

県老連会長表彰
古川町明王会

（代表・□□□□さん）

問い合わせ先
教育福祉活動センター（☎853・2320）



屋内温水プールからのお知らせ
機械整備のため休館します

　12月16日㈰はクリスマス水泳競技
大会のため、一般の方はご利用できま
せん。12月29日㈯から１月31日㈭ま
では、機械整備のため休館します。
　２月１日㈮から平常通り開館します
ので、どうぞご利用ください。

し尿のくみ取りはお早めに

　年末のし尿くみ取りは大変混み合い
ます。くみ取りの申し込み締め切りは
下記のとおりですので、ご協力をお願
いします。▲

申し込み締め切り日　12月15日㈯▲

申し込み先
　・五城目衛生舎（☎852・3867、
　　　　　　　　　☎852・3440）
　・南秋衛生舎（☎0120・54・2746、
　　　　　　　　　☎854・2764）
※ 今年は12月29日㈯までくみ取りを
行います。来年は１月７日㈪からく
み取りを始めます。ご注意ください。

多重債務者向け合同相談会を開催

▲

日　時　12月９日㈰
　　　　　午前10時～午後４時▲
会　場　県生活センター

（アトリオン７階）▲
内　容　 弁護士、司法書士、県生活セ

ンター職員の個別面談、電
話相談（借入関係がわかる
書類などをご持参ください）

※ 相談は無料です。平日の相談予約や
当日の電話相談は、上記問い合わせ
先にご連絡ください。

悩みごとを相談してみませんか
人権相談所を開きます

　12月４日㈫から12月10日㈪までは
人権週間です。12月10日㈪には、特
設人権相談所を五城館に設けます。
　人権擁護委員があなたの悩みを聞
き、解決へのお手伝いをしますので、
ぜひご来場ください。▲

日　時　12月10日㈪
午前10時～午後３時▲

会　場　五城館

製造事業所のみなさんへ
統計調査にご協力ください

　平成19年工業統計調査を12月31日
現在で行います。調査では12月から
平成20年１月にかけて調査員が伺いま
す。調査票に記入していただいた内容
は秘密が厳守されますので、正確な記
入をお願いします。

五城目小学校栄養士の募集

▲

募集人員　１名（アルバイト）▲

主な業務　 献立表の作成、食材の発
注・検収、給食だよりの
作成、調理指導▲

任用期間　平成20年１月15日㈫～
（予定）▲

勤務時間　週40時間▲

基本賃金　日額5,200円（予定）▲

資格など　 栄養士の資格があり、パ
ソコンを操作できる方▲

申し込み　 12月14日㈮まで、町教
育委員会に履歴書を提出
してください

自衛隊生徒採用試験のお知らせ

▲

応募資格　 平成20年４月１日現在、
15歳以上17歳未満の男
子で、中学校卒業者、ま
たは20年３月中学校を卒
業見込みの方▲

受付期限　平成20年１月８日㈫▲

試 験 日　平成20年１月12日㈯▲

試験会場　陸上自衛隊秋田駐屯地▲

試験科目　 国語、社会、数学、
　　　　　　理科、英語、作文

講演会を開催します

　あきぎん会では、金足農業高校野球
部監督の□□□□さんによる講演会を
開催します。▲

日　時　12月13日㈭　午後６時～▲

会　場　グリーンロイヤル丸富▲

題　目　「雑草軍団とともに」
※ 入場は無料です。参加ご希望の方
は、あきぎん会事務局までお申し込
みください。

パソコン教室受講生を募集

ワードでつくる年賀状▲

会　場　中央公民館▲

期　日　12月６日㈭・７日㈮
　　　　　　　 10日㈪・11日㈫▲

時　間　午後６時10分～
午後８時10分▲

定　員　６人
※ 12月３日㈪よりお申し込みを受け付
け、定員になり次第締め切ります。
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問い合わせ先
役場町民福祉課（☎852・5112）

問い合わせ先
役場総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
秋田地方法務局（☎862・6531）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）問い合わせ先

県生活センター（☎835・0999）

問い合わせ先
屋内温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

問い合わせ先：あきぎん会事務局
担当：□□・□□（☎852・3120）

問い合わせ先
町教育委員会（☎852・5372）



燃　
え　
る　
ゴ　
ミ

収　　集　　町　　内

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・畑町・新畑町・米沢町

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

富津内地区・馬場目地区・大川地区全域・内川地区

収　集　日 曜日

2008年 １月ゴミ収集日程表

平成19年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（馬場目小　□□　□さん）

再利用　地球の環境　守るカギ

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

燃　
え　
な　
い　
ゴ　
ミ

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資　

源　

ゴ　

ミ

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ゴ
ミ

なまえ

なまえ

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
一
月
一
日
㈫
元
旦
か
ら
一
月
三
日
㈭
ま
で
と
、

一
月
十
四
日
㈪
成
人
の
日
は
、燃
え
る
ゴ
ミ
の
収

集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
ゴ
ミ
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。▼
生
ゴ
ミ
は
水
切

り
を
徹
底
し
て
、燃
え
る
ゴ
ミ
と
一
緒
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。▼
フ
ト
ン
・
マ
ッ
ト
類
は
、袋
に
入
る

大
き
さ
に
切
っ
て
、燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。▼
鍋
・
ヤ
カ
ン
・
フ
ラ
イ
パ
ン
・
ポ
ッ

ト
・
炊
飯
器
・
卓
上
コ
ン
ロ
な
ど
は
、袋
に
入
れ
、

金
属
類
他
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。▼
蛍
光
管
は
、袋
に
入
る
大
き
さ
に
し

て
、ガ
ラ
ス
類
他
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
一
緒
に
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福

祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

２日・16日（水）（全町）

17日・10日・17日
21日・24日・28日
31日

14日・18日・11日
15日・18日・22日
25日・29日

15日・19日・12日
16日・19日・23日
26日・30日

12日（土）

26日（土）

14日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

28日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）
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▼
燃
え
る
ゴ
ミ
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

◆ 

ゴ
ミ
袋
に
は
名
前
を
書
き
、
責
任
を
持
っ
て
ゴ

ミ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

◉ 

燃
え
る
ゴ
ミ
の
推
移
（
四
月
か
ら
十
月
ま
で
）

◆ 

秋
田
市
へ
処
理
委
託
し
て
い
る
燃
え
る
ゴ
ミ
の

排
出
量
は
、
十
月
末
現
在
、
昨
年
度
対
比
で
約

二
十
五
㌧
減
っ
て
い
ま
す
。
金
額
に
し
て
、
六

十
万
二
千
五
百
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
年
末
時
期
を
迎
え
、
ゴ
ミ
の
量
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
処
理
費
用
を

減
ら
す
た
め
に
も
、
さ
ら
に
分
別
減
量
化
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◉
「
ゴ
ミ
の
減
量
」
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

1　
生
ゴ
ミ
は
し
っ
か
り
水
切
り
を
す
る
！

　

2　
必
要
以
上
の
商
品
は
買
わ
な
い
！

　

3　
詰
め
替
え
で
き
る
商
品
を
買
う
！

　

4　
チ
ラ
シ
・
紙
類
は
古
紙
類
と
し
て
出
す
！

　

5　

 

ト
レ
ー
類
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

◆ 

は
ず
し
た
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル
は
、
可
燃
ゴ
ミ

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆  

町
で
収
集
で
き
る
の
は
次
の

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
ボ
ト
ル

だ
け
で
す
。

※ 

特
に
、し
ょ
う
油
及
び
乳
製
品
等
は
、ボ
ト
ル
内

を
き
れ
い
に
す
す
い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
の
出
し
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

し
っ
か
り
覚
え
て

き
れ
い
な
町
に！



日 月 火 水 木 金 土

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

23
30
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11月25日 28 30

18 21

６

○ 飲酒運転追放強
調月間
○ 五城目幼稚園発
表会（9：30～）

○天皇誕生日

12月1日

15

８

14

17

９

16

３

11

20

12

27

４

26 292724
31
○振替休日

○ 五城目小学校み
んなの登校日

（6日まで）

○ もりやまこども
園もちつき会
（10：00～）

○ 大川保育園おゆ
うぎ会（9：30～）
○ 町PTA研究集会
（町民センター・
13：00～）

○ 年末の交通安全
運動（20日まで）

○ 馬場目保育園お
ゆうぎ会

（9：30～）
○ 大川保育園もち
つき会（9：30～）

○ クリスマス水泳
競技大会（屋内
温水プール・

13：00～）

○ 75歳以上一人
暮らし交流会
（小倉温泉・

10：30～）
○ ばばめっ子まつ
り（馬場目小学
校）

○ 町内小・中学校、
幼稚園冬季休業
（１月13日まで）

○ 消防年末特別警
戒（31日まで）

○ 役場閉庁
（1月5日まで）
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広
報

平
成
19年

12月
１
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.881　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342
　6
018（

852）3151
　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

□□□　　　□ちゃん 10月11日 □　・　□　□ 蓬　内　台

□　□　□□□ちゃん 10月16日 □　□　・　□ 平　ノ　下

□　□　□ □ちゃん 10月17日 □　□　・　□ 岡本１区

おたんじょうおめでとうございます

「  元気に大きく育ってネ♥」
ママより

勝

この広報紙は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成19年10月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,628 （－20） （－227）
（男） 5,487 （－09） （－113）
（女） 6,141 （－11） （－114）
世　帯 4,108 （－10） （－018）

□ □ □ □さん 80歳 10月 1日 舘　　越
□□□　□□□さん 88歳 10月 2日 湯ノ又１区
□ □ □ □さん 86歳 10月 7日 希望ケ丘
□ □ □さん 49歳 10月 9日 水　　沢
□ □ □ □さん 92歳 10月10日 古　川　町
□ □ □ □さん 89歳 10月11日 大川１区
□ □ □ □さん 82歳 10月11日 紀久栄町
□ □ □ □さん 71歳 10月11日 岡本１区
□□□ □□□さん 86歳 10月17日 上　山　内
□ □ □ □さん 89歳 10月20日 広　青　苑
□ □ □ □さん 80歳 10月21日 広　青　苑
□ □ □ □さん 82歳 10月23日 水　　沢
□ □ □□□さん 85歳 10月26日 小　川　口
□□□ □ □さん 72歳 10月26日 湯ノ又１区
□ □ □□□さん 90歳 10月28日 中　川　原
□ □ □ □さん 90歳 10月31日 広　青　苑

▼
今
月
号
の
表
紙
、
「
朝
市
マ
ラ
ソ

ン
」
を
取
材
し
た
一
か
月
ほ
ど
前

は
、
街
路
樹
の
紅
葉
が
き
れ
い
だ

な
ー
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今

は
す
っ
か
り
木
々
の
葉
っ
ぱ
も
落
ち

て
、
と
う
と
う
冬
が
来
て
し
ま
っ
た

ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
▼
記
録

的
な
豪
雪
だ
っ
た
一
昨
年
、
対
し
て

雪
が
少
な
か
っ
た
昨
年
と
き
て
、
今

年
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
少
し
心

配
し
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
車
の
タ

イ
ヤ
を
冬
用
に
代
え
て
一
安
心
。
雪

か
き
用
の
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
や
ス
コ
ッ

プ
も
準
備
（
外
に
出
し
っ
放
し
）
し

て
、
後
は
急
な
積
雪
も
大
丈
夫
な
は

ず
で
す
が
、
一
昨
年
の
こ
と
を
思
い

出
す
と
…
…
。
夏
の
水
不
足
な
ど
の

問
題
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
や
は

り
今
年
は
雪
が
少
な
い
と
い
い
な
と

願
っ
て
い
ま
す
。

おくやみ申し上げます

はじめまして

□□ □□□　です
よろしくネ！


